日本史授業プリント(38期)近現代３１　国際協調体制と"一等国"日本

ベルサイユ体制と東アジア

☆米大統領 ウィルソン、平和原則１４カ条を提唱(1918.1：大戦中) ※ソ連の｢平和に関する布告｣に対抗
　　秘密外交の禁止、海洋の自由、植民地問題の公正な解決、無賠償、軍備縮小、　　　　　　
民族自決　　　　(各民族の政治体制や帰属関係は自主的に行われるべき)、国際平和機構の設置など
パリ講和会議(1919.1～　at.ヴェルサイユ宮殿)…戦勝国のみ　
　　日本　米・英・仏・伊と並ぶ五大国として参加　原内閣　全権 西園寺公望・牧野EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のぶ),伸)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あき),顕)
　　　　　人種差別撤廃を盛り込むことを主張→英米の反対などで断念

　　　　　　 アメリカなどでの日本人移民に対する差別問題（→近代２０）
　　中国　二十一カ条要求の無効とドイツ権益の返還を主張　※中国は一応連合国側で参戦した
→ヴェルサイユ条約(６月)…→ ヴェルサイユ体制(第一次大戦後の国際秩序)
　　・国際連盟の設立、国際労働機関(ＩＬＯ)の設立（1919.発足　労働者保護）
　　・ドイツの植民地は没収、本国も一部割譲、軍備制限、多額の賠償金(1320億マルク)
　　　　　一部は　　　(ａ)赤道以北のドイツ領南洋諸島→日本の 委任統治　　　領(南洋庁)
　　　　　日本が獲得　(ｂ)中国山東省のドイツ権益　　　　　国連から統治を委任された形
☆中国：条約調印を拒否　排日(反日)運動の激化　日貨排斥(日本商品不買)
　　ex．1919.5/4～ 五・四　　運動…北京で学生デモ→全国へ　二十一か条要求の取消など
　　　　　　　　　 上海で 三罷闘争…学生スト(罷課)･商店スト(罷市)･労働者スト(罷工)

　　　　1923．上海などで反日運動　※二十一カ条要求がなければ満鉄関係の権益はこの年に返還
☆朝鮮：三・一　　運動(1919.3/1 万歳事件)…パゴダ公園で独立宣言　←"民族自決"
　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ソウル),京城)など各地で独立運動　　☆柳寛順(16歳で獄死　"朝鮮のジャンヌ･ダルク")
　　　　　２００万人以上の参加、死者８千人　ex．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(チュアムリ),堤岩里)事件(教会で２９人虐殺)
　　　　→以後、日本の統治は 武断政治から 文化政治へ…制限付きで自由を認める
　　　　　同化政策の推進　ex．国語＝日本語教育、朝鮮神社など　　　　ex．朝鮮語新聞の創刊
国際連盟　　　　設立(1920)　←ウィルソンの提唱
　国際平和の維持を目的に　本部ジュネーヴ

　　問題点　① 米不参加(←議会上院の反対)、独・ソは当初は参加を認められず
　　　　　　② 制裁規定が不明確
　　　　常任理事国…イギリス・フランス・イタリア・日本（のちドイツも）　"一等国"日本
ワシントン体制と協調外交
　ワシントン　　会議( 1921～22)　高橋内閣　全権は 加藤友三郎・徳川家 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さと),達)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しではら),幣原)喜重郎
　　米大統領 ハーディングが召集　９ヶ国が参加

　　目的　① 建艦競争の終結→財政負担の軽減　　②日本の膨張を抑制
　[Ⅰ] 四カ国　　条約(1921)…米・英・日・仏
　　　　太平洋諸島における各国勢力の現状維持　日英同盟は破棄
　[Ⅱ] 九カ国　　条約(1922)…米・英・日・仏・伊・中・蘭・ベルギー・ポルトガル
　　　　中国の 主権・領土保全、中国における各国の 門戸開放、機会均等の確認
　　　　山東省の旧ドイツ権益を中国へ返還(1922.山東懸案解決条約)、石井・ランシング協定も破棄
　[Ⅲ] ワシントン海軍軍縮条約(1922)

　　　　今後１０年間の 主力艦　　の建造禁止　　→ 八八艦隊(戦艦８巡洋艦８)計画の中止
　　　　主力艦の保有比率は、英５：米５：日３：仏１.６７：伊１.６７
→ワシントン体制…太平洋・東アジアにおける列国間の協調、世界平和を目指す
→日本も当面はこれを支持　ex．中国への内政不干渉政策…満州権益の維持と経済進出

　　　　　　　　　　　　　　　日ソ基本条約では北樺太撤兵と交換に油田開発権　(→近代２９)
※軍部・野党の一部は反発…全権である加藤(海軍大臣)が押さえる

経済面…反動による 戦後恐慌(1920～)→建艦競争に耐えられない　しかも米・英から外債

　　※このような外交方針は 協調　　外交・軟弱外交・幣原　　外交( EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しではら),幣原)喜重郎)と呼ばれた

　　参考 石橋湛山「一切を棄つるの覚悟」（『東洋経済新報』1920年7/23号社説）


日本史授業プリント(38期)近現代３２　社会運動の発展と関東大震災

２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.
　背景　① 世界的な民主主義・平和主義の風潮　　② 労働者数の増加

　　　　③ ロシア革命(1917)の成功→労働者(プロレタリア)の活動高揚と資本家の危機感

　　　　④ 米騒動(1918)の経験　　⑤好景気(～1919)による実質賃金の低下

　　　　⑥ 戦後恐慌　　　　の始まり( 1920)　←大戦の終結(1919年から 輸入超過に)
　　　　　　 　過剰生産による反動　株式相場暴落　綿糸・生糸も下落
労働運動と社会主義

労働運動の高揚と変質…労働者と資本家の協調( 労資協調)から対立( 階級闘争)へ　
　　　※ 協調会(1919)…政府・財界が設立した民間機関　社会政策など

　　友愛会　　　の結成( 1912)…鈴木文治　　　中心　15人で設立　共済・修養組織から労働組合へ

　　　　大日本労働総同盟友愛会(1919)→日本労働総同盟友愛会→ 日本労働総同盟　　　　　( 1921)

　　☆日本最初の メーデー(労働祭1920)　八幡製鉄所争議(1920)　川崎・三菱造船所争議(1921)
　　　細井EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わきぞう),和喜蔵)『 女工哀史』(1925 紡績女工の過酷な労働)　※山本茂実『あゝ野麦峠』(1968)
農民運動も高揚…小作争議　　　　(小作料の減免などを地主に要求)の激増　村の範囲を越えて
　　　　　　　　　　ex．木崎村争議[新潟]　政府…小作調停法(1924 小作人側が不利)
　　　日本農民組合結成(1920)…杉山元治郎・賀川豊彦ら

社会主義の再興　特に マルクス主義　　　(共産主義)思想の広がり←ロシア革命の成功
　　　　　　　　　　　　　マルクス(独)・エンゲルス(独)による理論化　『共産党宣言』

　日本社会主義同盟結成(1920)…諸団体の団結結集　→1921.結社禁止

　☆社会主義運動内での２つの立場の対立( アナ・ボル論争)

　　アナルコ=サンディカリズム(革命的労働組合主義)…ゼネストによる資本主義打倒　ex．大杉栄　　
　　ボルシェビズム…労働者による権力(プロレタリア革命)を理想　ex.堺利彦、山川均
　　　　日本共産　　党結成(1922)…堺・山川・荒畑寒村ら　非合法組織　天皇制廃止など
　　　　　　　　　　　　　　　　　国際共産党( コミンテルン at.モスクワ)の指導下で活動

さまざまな社会運動

婦人運動( 女性解放運動)　※「新しい女」の登場…良妻賢母主義の否定
・青踏社　　　(1911:明治末)…文芸団体　平塚らいてう(雷鳥,EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はるこ),明子))ら女性のみで結成
　　　　　雑誌『 青鞜』発行(1911)　「原始女性は太陽であった、真正の人であった」
・新婦人協会　　　　　(1920)…平塚、市川房枝　　　、奥むめお ら
　　　　治安警察法第５条(婦人の政治運動参加禁止)改正を勝ち取る　　　　　→1922解散

　　婦人参政権獲得期成同盟会(1924)…市川中心　婦選獲得同盟と改称(1925)
　・赤 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(らん),瀾)会(1921)…最初の女性社会主義団体

　山川 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きくえ),菊栄)(夫 山川均)、伊藤 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のえ),野枝)(夫 大杉栄)、近藤EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まがら),真柄)(堺利彦の娘)ら

　　他に、石本(加藤)シズエ( 産児制限運動)、高群EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いつ),逸)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(え),枝)(女性史研究)、雑誌『 婦人公論』

部落解放運動　松本EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じ),治)一郎・阪本清一郎・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいこう),西光)万吉ら中心

　全国水平社　　　　( 1922)…京都で結成　「人の世に熱あれ人間に光あれ」(｢水平社宣言｣)

　　　　　　　　　　　　　　  差別撤廃のための自主的なたたかいを主張　　　西光が起草
学生運動　新人会(1918)…東大生中心の思想団体　赤松EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かつ),克)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まろ),麿)らが吉野作造の指導で創設
　建設者同盟(1919)…早稲田大生中心の社会主義団体　浅沼稲次郎ら

　学生連合会(1922)…大学・高専の学生　軍事教練反対や学園の自治を訴える

普選運動　普通選挙　　　　運動…普通選挙期成同盟会(1897：長野県松本)など　大衆運動化

1919年以降、普選デモなど高揚　多くの社会運動に共通

関東大震災

　1923.9/1　関東大震災　　　　　…京浜地帯は壊滅的被害(死者･不明１４万人) 　戒厳令発布
　　☆9/2～7頃　朝鮮人　　　殺害事件…流言(暴動など)から　約6000人(中国人も約700人)　 

　　　　　　　　　　日本で差別を受けながら生活　　自警団・軍隊・警察による虐殺

　　☆9/3　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かめいど),亀戸)事件…亀戸署で警察･軍隊により労働運動指導者(川合義虎、平沢計七ら)１０名殺害

　　　9/16 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あまかす),甘粕)事件　　　　…大杉栄・伊藤野枝と甥(７歳)、憲兵大尉 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あまかす),甘粕)正彦により殺害

　　　大正デモクラシーの限界　社会運動に深刻な打撃　
日本史授業プリント(38期)近現代３３　第２次護憲運動
２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.
非政党内閣の変遷

　　　　　　　　　　　　 1922.6～23.8　政友会の支持を受けるが、官僚・貴族院中心
　　　海軍大将(←大隈内閣～高橋内閣の海軍大臣)　ワシントン会議の首席全権
　　　軍縮・シベリア撤兵を実施　陪審法(1923)　首相病死で総辞職(1923.8/24) 
　　　　　　　     　1923.9～23.12　海軍･薩摩　
　震災翌日(9/2)組閣　→混乱処理（戒厳令、支払猶予令など）
　1923.12　虎ノ門事件…無政府主義者 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なんば),難波)大助、摂政宮EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひろ),裕)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひと),仁)親王(のち昭和天皇)を狙撃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→引責で総辞職
　　　　　　     　　1924.1～24.6　官僚(山県有朋系)、枢密院議長
　貴族院中心の超然主義内閣　主要な政党勢力と対立　※ 政友本党　　　　を与党

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1924.政友会から分離　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とこ),床)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なみ),次)竹二郎ら
政党内閣制の成立

☆ 第二次護憲運動の高揚…清浦内閣攻撃　政党が中心

　　「普選断行　　　　、貴族院･枢密院改革、行政整理」をスローガン

　　　　　　　　立憲政友会　　　(党首 高橋是清)　　　　　　　　　　　分裂
　　　護憲三派　憲政会　　　(党首 加藤高明)　←立憲同志会
　　　　　　　　革新倶楽部　　　　　(党首 犬養毅)　　　　　　　立憲国民党
　　　　　総選挙で大勝　→清浦内閣総辞職
　　　　　　　     　1924.6～25.7　護憲三派(連立)内閣　☆ 第１党は憲政会
　衆議院の多数党による組閣( 政党内閣制)…"憲政の常道　　　　"として慣例化　<五・一五事件まで>
　(ａ) 普通選挙法成立( 1925)…納税資格の撤廃＝２５歳以上の男子(被選挙権は３０歳)　中選挙区制

　　　　　※最初の普通選挙実施は １９２８年　　　　生活困窮者や植民地は除く
　(ｂ) 治安維持法　　　　　( 1925)　※普通選挙法の６日前　
　　　　共産主義・無政府主義を禁止　( 最高で懲役１０年)

　　　　　　　国体　　の変革や 私有財産の否認を目的とする運動と定義　※ 国体＝国家形態

　　　　背景　①普通選挙　②日ソ国交樹立(1925)　→社会運動の活発化を危惧

　　　　ex．京都学連事件(1926)…治維法(治安維持法)の最初の適用事件　団体の運動方針が違反

　(ｃ) 陸軍軍縮("宇垣軍縮")…陸軍大臣 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),宇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がき),垣)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かずしげ),一成)　４個師団の廃止　※兵器の近代化
　　　　→青少年への 軍事教練を強化　ex．青年訓練所(1926)、学校へ将校を配属

※1925.5　革新倶楽部が分裂→政友会(新総裁 田中義一)が吸収… 護憲三派は分解

　　　　　　　1925.8～26.1　憲政会の単独内閣　首相病死で総辞職

　　　　　　　1926.1～27.4　与党 憲政会　※大正天皇没(1926.12/25)
無産政党の誕生と分裂　無産政党　　　　…無産者(労働者ら)の利害を代表　←普通選挙法

　　1925．農民労働党…即日禁止

　　1926．

　　　分裂

　　　　　　　　　 中間派　　　　　　　右派

　　　左派

　　　　大山EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いくお),郁夫)ら　　　三輪EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅそう),寿壮)ら　　　　　　安部磯雄ら

　　☆日本労働総同盟から 日本労働組合評議会(左派1925)と日本労働組合同盟(中間1926)が分離

　　　日本農民組合から 日本労働組合総同盟(右派1926)と全日本農民組合(中間1926)が分離

※他方で 右翼も台頭…軍部と結び国家改造をめざす　「昭和維新」

　　　　ex．大日本国粋会(1919．侠客が結成)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆうぞんしゃ),猶存社)(1919．大川EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅうめい),周明)・北一輝ら)
　　　　　 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうちしゃ),行地社)(1924．大川、西田EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みつぐ),税)ら)、国本社(1924．司法大臣平沼騏一郎が創設)
日本史授業プリント(38期)近現代３４　若槻内閣と田中内閣
２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.

大正末の情勢　※大正天皇没(1926.12/25)→昭和天皇即位
　経済　関東大震災　→大打撃→"震災恐慌　　　　"　銀行の手持ち手形が決済不能

　　　　　　　→政府、震災手形割引損失補償令により"震災手形　　　　"と認定して援助

　　　　　　　　日銀の特別融資も　　　　　　　　　　　　　　　　→不況のため決済進まず

　国外　中国統一への動き

　　1924．孫文の提唱で 中国共産党と 中国国民党が連携…第１次国共合作　　
　　1925．五・三〇事件…上海での反日デモにイギリス警察が発砲　→反帝国主義運動の高まり

若槻憲政会内閣と協調外交

　　　　　　　　　　　1926.1～27.4　与党 憲政会　　　　

　中国情勢　北伐　　開始(1926.7)…蒋介石　　　らの国民革命軍による対 北方軍閥戦争

　　　　　　国民党と共産党は対立　ex．四・一二クーデター(1927)…蔣介石が共産党を弾圧

　　　☆外相 幣原喜重郎…協調外交　　　　の方針を継続(幣原外交)

　　　　　　 　中国には経済的進出のみ＝内政不干渉　→軍部・財界・政友会から｢軟弱｣と批判
　国内　金融恐慌　　　　(1927)…震災手形の処理をめぐって東京渡辺銀行等の経営悪化が表面化

　　　　　　　　　　　　　　蔵相片岡 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なおはる),直温)の議会での失言　　　取付け騒ぎ　→銀行の休業続出

　　　　　さらに 台湾　　銀行危機　　　鈴木商店破産　　　　　　　　　　　　　ex．十五銀行

　　　　　　内閣、救済のための特別融資緊急勅令案→ 枢密院が否決　→内閣総辞職
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  幣原外交への不満

田中政友会内閣と強硬外交

　　 　　　　　　　1927.4～29.7　元陸軍大臣・政友会総裁　与党 立憲政友会　　　　　

国内　Ａ．金融恐慌の鎮静　…蔵相 高橋是清
　　　　　(ａ) モラトリアム( 支払猶予令　　　　　)　緊急勅令として

　　　　　(ｂ) 日本銀行非常貸出…巨額の救済融資　※半面印刷の紙幣

　　　　　　影響　大銀行への集中…五大銀行(三井・三菱・住友・安田・第一)
　　　　　　　　　財閥の支配強化…四大財閥(三井・三菱・住友・安田)
　　　　　　　　　　☆政党と結ぶ　ex．政友会－三井、憲政会－三菱

　　　　Ｂ．社会運動の弾圧　←1928．第１回普通選挙で無産政党から８名当選　ex．山本宣治
　　　　　共産党員の大検挙・弾圧…三・一五事件(1928)、四・一六事件(1929)
　　　　　左派の労働農民党や日本労働組合評議会を解散(1928)

　　　　　治安維持法改正(1928)…最高刑を 死刑　　に　←緊急勅令　※反対していた山本宣治議員は
　　　　　特別高等　　　　警察を全国へ　　　　　　　　　　　　　　　　　右翼に暗殺される
　国外　Ａ．対欧米：軍縮方針に基本的には同調

　　　　　ex．ジュネーヴ軍縮会議(1927)…米大統領クーリッジが提案　補助艦の制限　→不成功

　　　　　　　パリ不戦条約(1928)…戦争放棄　日本を含む１５ヵ国が調印　全権は 内田EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やす),康)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(や),哉)
Ｂ．対中国：積極外交( 強硬外交)に転換…外相は田中首相が兼任( 田中外交)

　　　　　山東出兵　　　　(1927～28：第１次～第３次)
　　　　　　目的　北伐阻止…北方軍閥で親日派の張作霖　　　を保護　在留日本人保護が名目

　　　　　　　　　→国民革命軍と衝突( 済南事件…第２次出兵のさい)→ 排日運動の激化
　　　　　東方会議(1927)…関係外交官と軍代表を東京に招集　「対支政策綱領」決定

　　　　　満州某重大事件　　　　　　(　張作霖爆殺事件)(1928)…真相は国民には知らされず

　　　　　　敗走中の張作霖を奉天郊外(列車)で爆殺

　　　　　　　　→国民軍によるものと発表、満州占領をはかるが失敗( 河本大作ら関東軍の謀略）

　　　　　→立憲民政党　　　　(憲政会と政友本党が合同)からの攻撃、天皇の不信→内閣総辞職
日本史授業プリント(38期)近現代３５　世界恐慌と日本

　　　　　　　 　　 1929.7～31.4　与党 立憲民政党　

協調外交とロンドン会議

　外相　幣原喜重郎…協調外交の復活　ex．日中関税協定(1930)…中国に関税自主権を認める

　1930年　ロンドン　　海軍軍縮会議…マクドナルド(英首相)の提唱　米・英・日・仏・伊の参加

　　　　　　　　　　　　　　　　日本全権 若槻礼次郎(主席)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たからべたけし),財部彪)(海相)ら

　　　　　　(ａ) 主力艦の建造中止を１９３６年まで延長
　　　　　　(ｂ) 補助艦総保有量を、１０(米)：１０(英)：７(日)、大型巡洋艦は対米英６割で妥結

　　　→ロンドン海軍軍縮条約締結

　　　　軍部・右翼・政友会・枢密院反発…統帥権干犯　　　　問題

　　　　　　軍令部長加藤 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひろはる),寛治)は辞職　　　　 軍の編成は天皇の統帥権で内閣の権限ではない？

緊縮財政と金解禁

　☆ 金解禁　　　(金輸出解禁)問題…遅れていた 金本位制度への復帰
　　　金本位制の　　　金による兌換紙幣発行　　…保有する金の量　　紙幣発行量　　物価の上下

　　　　２つの面　　　金による貿易収支の決済　…輸入と輸出の差　　保有する金の量

　　　　　　　　　　　　　金解禁(自由な金の輸出入)
　　　第一次大戦中に各国は金輸出禁止(金本位制度停止) 　日本も1917年禁止

　　　→その後、他国はすでに金輸出を解禁したが、日本は震災恐慌などで解禁が遅れていた
蔵相　井上準之助　　　　…元日本銀行総裁　緊縮財政の推進

　　三大　① 緊縮財政　　　…予算削減など→ 物価引き下げ　　　　　国際競争力をつける
　　目標　② 産業合理化　　　　…労働強化、低賃金 　　　

　　　　　③ 金解禁断行( 1930年１月)…ただし旧平価で　※平価…外国通貨との交換比率
　　　　　　　　　旧平価…金輸出禁止前の水準。 １円＝金750mg＝０.４９ドル
新平価…この時の実態にあった水準。１円＝０.４６ドル前後　

旧平価では実態より円高→輸出に不利→価格を下げる努力→さらに物価が下がる

　☆世界大恐慌　　　　( 1929年10月～)　←第１次世界大戦後の生産過剰
　　　10/24　"暗黒の木曜日"…ニューヨーク ウォール街で株の大暴落　→全世界に波及

　　　　　対策　ex．ニューディール政策…1933年 (米) ローズヴェルト大統領
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公共事業による失業対策など

　　　　　　　　　　ブロック経済　　　　政策…本国と植民地で閉鎖的貿易　ex．米・英・仏

　　　　　　　　　　　　ドイツ・イタリアなど　→植民地不足　→ファシズム・侵略へ

　　　　　　　　　　　　日本も同様→ 日満経済ブロック(円ブロック)を構想→満州への侵略へ

　　　※ソ連…共産主義は計画経済なので影響少　第１次・第２次五カ年計画で生産拡大

　結果　昭和恐慌　　　　…深刻な不況状態　輸出の不振　正貨(金)の流出
　　　　　企業　操業短縮・休業・倒産　　　　　　失業者の増加、

　　　　　　　　労働強化・賃金引き下げ・解雇　　労働争議の増加(1931年は戦前最多2,456件)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ex．鐘淵紡績、野田醤油、東京市電、東洋モスリン
　　　　　　→政府、重要産業統制法　　　　　　　制定(1931)
　　　　　　　　　　　紡績・製鋼など重要産業での カルテル(企業連合)結成を奨励

　　　　　　　　　　　産業の安定、独占資本(四大財閥など)を援助→国家との結合

　　　　　農村　農業恐慌　・米価の下落…すでに1920年代に安い植民地米による圧迫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1930年は 豊作飢饉、1931年には 東北大凶作
　　　　　　　　　　　　　・繭価の暴落←生糸の輸出減少　　・失業者の帰農

　　　　　　　　　　　　　・生活難→ 欠食児童、娘の身売りなど

　　　　　　　　　　　　　・地主の収入減→地主制衰退　　　・小作争議の増加

　　　　　　　　※のち農村救済請願運動(1932)→政府、農山村漁村経済更正運動・救農土木事業

　　☆ 浜口首相、東京駅で右翼少年 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さごうやとめお),佐郷屋留雄)に狙撃され重傷(1930.11)
　　　　　→翌年死亡→総辞職(1931.4)、若槻礼次郎が首相に…民政党内閣は継続
これらより左派に、


日本共産党(非合法)








労働農民党　　　　　





＋浅野、川崎、古河、


　大倉　で八大財閥





２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.





左派…急進的　革命的・共産主義的
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もし政府と国民に、総てを棄てて掛かるの覚悟があるならば、会議そのものは、必ず我に有利に導き得るに相違ない。例えば満州を棄てる、山東を棄てる、その他支那が我が国から受けつつありと考うる一切の圧迫を棄てる、その結果どうなるのか、また例えば朝鮮に、台湾に自由を許す、その結果はどうなるのか。英国にせよ、米国にせよ、非常の苦境に陥るだろう。何となれば彼らは日本にのみ、かくの如き自由主義を採られては、世界におけるその道徳的位地を保つを得ぬに至るからである。その時には、支那を始め、世界の小弱国は一切に我が国に向かって信頼の頭を下ぐるであろう。











関東大震災(1923.9/1)











